
第３回地域懇話会 議事概要 

 

○ 日  時  2023（令和５年）７月 27 日（木）16:30～18:00 

○ 場  所  南区民文化センター 大会議室 

○ 参加者  「地域懇話会委員名簿」のとおり 

○ 議 題 

（１）県立広島病院の跡地活用の方向性について 

 

○ 議事概要 

 【県からの説明】 

（ １ ）県立広

島病院跡地

活用の方向

性（案）につ

いて 

第１回・第２回の地域懇話会における委員からの意見やアンケートの結果を踏まえて、 

県立広島病院跡地活用の方向性（案）について説明 

＜安心な暮らし＞ 

•対象地周辺において引き続き地域の方が安心して暮らし続けることができるよう、地域

の医療 機関との連携や高齢者等のアクセスを考慮した上で、必要な「医療」「介護」「福

祉」サービスを受けることができる体制を整える。 

•大規模災害に備えるため、防災体制の充実強化を検討する。 

＜活気あふれるまちづくり＞ 

•多様な世代が、いきいきと暮らし続けることができるよう、「賑わい」、「健康づくり」、「子

育て」等の機能整備を検討する。 

 

 【委員からの意見】 

区分 内 容 

主な意見 ○県が示した跡地活用の方向性が実際にできるかがポイントとなるので、県はしっ

かりと実現に向けた検討を行ってほしい。 

○南区の住民、特に高齢者が新病院に直行できるアクセスの整備をしてほしい。 

○難病などは新病院でもよいが、日常的にかかることができる中規模の病院を残し

てほしい。 

○医療はもちろんであるが、娯楽があり、皆が集まる施設の整備を望む。 

○県立広島病院が移転しても、より良くなったといえるように、跡地活用の方向性の

実現に向けて、県の意気込みを示してほしい。 

○方向性だけでは抽象的で、地元の意見を十分に反映したとは思えないため、県

は住民の意見を引き続き聞いていく謙虚な姿勢をもってほしい。 

 中区・南

区住民 



中区・南

区医師会

長 

○県立広島病院は南区民にとって唯一無二の存在であることから、まずは最低

限の医療機能の確保を考えてほしい。 

○医療機能を残すことが示されたのは良いことであり、医療・介護等を担う施設

を残すとともに、賑わいのある施設も整備してほしい。 

中区・南

区副区

長、保健

センター

長 

○新病院構想の認知度は、南区であっても約 70％であり、県は認知度を上げ

るとともに、住民理解を得ながら新病院構想の実現を進めてほしい。 

○新病院構想には、広島記念病院と吉島病院の統合についても示されている

が、反対の要望があったとの報道もあるので、地域により丁寧な説明をして

ほしい。 

有識者 

○医療機能を残す方針を明確に示したことは良いことである。 

○かかりつけ医や周辺の病院を含め、介護や福祉と連携した共生型の医療が

必要とされる。入院しやすいだけではなく、帰宅しやすくなるように回復期医

療なども今後は求められていくと考えられる。 

○医療機関や商業施設を地図にプロットしたうえで、県立広島病院移転後の宇

品地区の影響を予測したところ、商業施設は周辺に多く充足している一方、

病院は少ないと考えられるため、跡地には病院機能を残すのが良いのでは

ないか。 

 

以上 


